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電
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メ
ー
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t
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問
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＝
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ァ
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＝
ホ
ー
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ペ
ー
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マ
ー
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子

育

て

健

康

し
み
ん
の
掲
示
板

●
対
象
＝
大
東
市
・
守
口
市
・
門
真
市
・
四

條
畷
市
の
市
民
か
飯
盛
霊
園
墓
所
使
用
者

m
t
飯
盛
霊
園
組
合
事
務
所
か
生
活
安
全
課

で
配
布
す
る
使
用
許
可
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参
で
飯
盛
霊
園
組
合

☎
0
7
4
3
・
78
・
1
1
9
5

小
・
中
学
校
ア
ル
バ
イ
ト
介
助
員

（
看
護
師
資
格
保
有
者
）
の
登
録

●
内
容
＝
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
介
助　

●
対
象
＝
看
護
師
資
格
を
有
す
る

人
（
教
員
免
許
は
不
要
）　

●
そ
の
他
＝
登
録

後
す
ぐ
に
採
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
欠

員
が
生
じ
た
と
き
に
連
絡
し
ま
す
。
勤
務
内

容
・
条
件
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

m
t
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
っ
て
教
育

政
策
室
☎
870
・
9
6
4
3

社
交
ダ
ン
ス
教
室

ボ
ー
ル
・
ル
ー
ム
・
ダ
ン
ス

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
①
毎
週
木
曜
日
午
後
6

時
30
分
〜
8
時
40
分　

住
道
北
小
学
校　

②

毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
〜
9
時　

ま
な
び
北

新
ま
た
は
北
条
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー　

③
毎

週
火
曜
日
午
後
2
時
〜
4
時　

総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー　

●
対
象
＝
①
②
18
歳
以
上　

③
60

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

●

費
用
＝
①
③
入
会
金
2
千
円
、
1
カ
月
2
千

円　

②
1
カ
月
3
千
円

m
t
①
ボ
ー
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
岩
本
☎

871
・
5
0
3
3　

②
ソ
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
た
ん

ぽ
ぽ
・
北
田
☎
878
・
6
5
7
5　

③
社
交
ダ

ン
ス
睦
会
・
廣廣廣
瀬
☎
872
・
0
6
3
9

組
合
総
務
課
で
。
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　

●
合
格
発
表
（
予
定
）

＝
第
一
次
：
12
月
2
日
㈭
、
第
二
次
：
12
月

下
旬　

●
そ
の
他
＝
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

交
替
制
で
夜
間
勤
務
あ
り

m
t
東
大
阪
都
市
清
掃
施
設
組
合
総
務
課

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
45
分
）
☎
072
・
962
・
6
0
2
1

お
墓
の
新
し
い
形 

合
葬
墓
「
虹
の
丘
」

合葬

合葬＋個別安置

合葬＋記名

合葬＋個別安置
＋記名

5万円

10万円

15万円

20万円

使用料

虹の丘の記名板に氏
名などを刻字し、骨
つぼに納めた状態で
10年間安置した後、
合葬室に埋蔵します。

虹の丘の記名板に氏
名などを刻字し、直
接合葬室に埋蔵しま
す。

骨つぼに納めた状態
で10年間安置した後、
合葬室に埋蔵します。

直接、合葬室に埋蔵
します。

区分 職種 資格など 採用予
定人数 年齢

上級

技術 電気
学校教育法による大学
（短大を除く）を既に卒
業している人、または平
成23年3月卒業見込みの
人で、それぞれの専門課
程を修了または平成23年
3月修了見込みの人

1人 昭和56年
4月2日以
降に生ま
れた人技術 機械 1人

初級 技術 機械

高等学校の専門課程（機
械関係）修了程度の学力
を有する人（ただし、平
成23年3月31日において
学校教育法による大学＜
短大を除く＞を卒業して
いる人を除く）

1人

昭和61年
4月2日か
ら平成5
年4月1日
までに生
まれた人

　

市
東
部
の
ふ
も
と
に
は
南
北
に
縦
断

す
る
道
路
が
走
っ
て
お
り
、
現
在
は
旧

170
号
線
と
し
て
バ
ス
な
ど
の
往
来
が
盛

ん
で
す
。
北
条
6
丁
目
の
十
念
寺
付
近

か
ら
さ
ら
に
東
に
分
岐
す
る
と
、
土
色

系
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
さ
れ
た
道
が
あ
り

ま
す
。
古
道
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
お

り
、
こ
の
道
が
東
高
野
街
道
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

東
高
野
街
道
は
、
京
都
府
八
幡
市
で

京
街
道
（
大
坂
街
道
）
と
分
岐
し
、
当

時
の
河
内
国
の
東
部
を
南
下
し
、
大
阪

府
河
内
長
野
市
で
西
高
野
街
道
と
合
流

し
ま
す
。
以
南
は
高
野
街
道
と
し
て
紀

見
峠
、
橋
本
を
通
り
高
野
山
へ
と
至
り

ま
す
。

　

い
つ
ご
ろ
、
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た

か
は
明
ら
か
で
あ
り

ま
せ
ん
が
、
で
き
る

だ
け
直
線
に
な
る
よ

う
に
通
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
然
発

生
的
に
造
ら
れ
た
道

で
は
な
く
、
計
画
的

に
建
設
さ
れ
た
古
代

道
路
、
長
岡
京
・
平

安
京
時
代
の
官
道

で
あ
っ
た
南
海
道

が
前
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
街
道
は
か
つ
て
存
在

し
た
大
き
な
深
野
池
な
ど
周
辺
の
湿
地

帯
を
避
け
て
生
駒
山
地
の
西
ふ
も
と
を

通
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
貝
原
益

軒
は
『
南
遊
紀
行
』
の
中
で
「
山
の
根

道
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
官
道
と
し
て
の
重
要
性
は

薄
れ
、
弘こ
う

仁に
ん

7
（
816
）
年
に
空
海
（
弘

法
大
師
）
が
高
野
山
に
金
剛
峯ぶ

寺じ

を
建

立
し
た
以
降
は
高
野
参
り
が
盛
ん
に
な

り
、
参
拝
道
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
東
高
野
街
道
沿
い

の
野
崎
ま
い
り
公
園
前
に
説
明
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

 

（
生
涯
学
習
課
）

第 15話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
⑤

『
こ
の
道
は　

高
野
に
続
く　

祈
り
道
』

東高野街道説明板（野崎まいり公園前）

東高野街道（北条6丁目付近）

24　だいとう　平成22（2010）年11月号
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